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発表内容

１ 先行研究：学際的研究とは

２ 学際的アプローチのFLへの応用

３ 実践報告

４ 学生による評価とその考察



１ 学際的研究（Interdisciplinary	Study）の定義

“A	process	of	answering	a	question,	solving	a	problem,	
or	addressing	a	topic	that	is	too	broad	or	complex to	
be	dealt	with	adequately	by	a	single	discipline	or	
profession…	IDS	draws	on	disciplinary	perspectives	
and	integrates their	insights	through	construction of	a	
more	comprehensive	perspective.	“

(Klein	and	Newell, 1998	p.3)



学際的研究の要素

Interdisciplinary	research:

1. has	a	particular	substantive	focus.
2. extends	beyond	a	single	disciplinary	perspective.
3. focuses	on	a	problem	or	question	that	is	complex.
4. is	characterized	by	an	identifiable	process	or	mode	of	inquiry.
5. draws	explicitly	on	the	disciplines.
6. is	based	on	insights	from	different	disciplines.
7. has	integrationas	its	goal.
8. Is	pragmatic:	to	produce	a	cognitive	advancement	in	the	form	of	

a	new	understanding,	a	new	product,	or	a	new	meaning.	

(Bal,	2002,	p27)



学際的研究の過程

1. State	the	problem	or	focus	question	
2. Justify	using	an	interdisciplinary	approach	
3. Identify	relevant	disciplines	
4. Conduct	the	literature	search	
5. Develop	adequacy	in	each	relevant	discipline	
6. Analyze	the	problem	and	evaluate	each	insight	into	it	
7. Identify	conflicts	between	insights	and	their	sources	
8. Create	or	discover	common	ground	
9. Integrate	insights	
10. Produce	an	interdisciplinary	understanding	and	test	it	

(Repko,	2008)



学際的研究：Intellectual	Essence	
1） Perspective	Taking	
• Reduces	the	tendency	to	negatively	stereotype	individuals	and	

groups
• Facilitates	our	ability	to	assemble	new	sets	of	potential	solutions	to	

a	given	problem
• Heightens	our	awareness	that	we	are	biased	in	the	direction	of	our	

own	knowledge	where	it	comes	from	our	life	experience	or	prior	
academic	training

• Invites	us	to	engage	in	role	taking	
-accurately	perceive	how	other	see	and	understand	the	world
- view	a	situation	broadly	from	multiple	perspectives
- perceive	the	others	perspective	in	depth	and	have	a	full			
understanding	of	the	other’s	perspective

• Involves	holistic	thinking (Repko&Szostak,	2016 pp17-18)



学際的研究：Intellectual	Essence	
2)	High	level	of	intellectual	behavior

Integration	is	the	cognitive	process	of	critically	evaluating	
disciplinary	insights	and	creating	common	ground	among	them	to	
construct	a	more	comprehensive	understanding.	The	New	
understanding	is	the	product	or	result	of	the	integrative		process.				

(Repko&	Szostak,	2016,	pp21-22)																											

Bloom’s	Taxonomy	of	levels	of	intellectual	behavior	(Anderson,	Krathwohl,	et	al.,	2001)



学際的研究:	Intellectual	Essence	

3)	Epistemological	Pluralism
Interdisciplinarity is	adhere	to	epistemological	pluralism.	
This	refers	to	the	diverse	approaches	that	disciplines	use	
to	know	and	describe	reality.	Epistemological	pluralism	
rejects	notions	of	absolute	truth	and	embraces	the	
ambiguity	that	arises	out	of	conflict	and	differences.	
Knowledge	emerges	from	the	cross-fertilization	of	
different	perspectives.																																							

(Repko&	Szostak,	2016		p24)	



学際的研究

• “	..if	students	take	a	sophisticated	epistemic	position, they	
would	see	the	multiple	perspectives	they	are	confronted	with	
as	an	opportunity	to	engage	in	what	Dewey	refers	to	as	
dialogical	reflective	thinking	(1916,	1933)	in	order	to	make	
reasonable	judgments	(Paul,	1994)	or	warranted	assertions	
(Dewey,	1938)…critical	pluralism	is	a	necessary	foundation	for	
interdisciplinary	work.”

(Golding,	2009,pp18-19)

• …..preparing	students	to	be	reflective,	autonomous	and	
ethical	beings	capable	of	arriving	at	social	truths	through	
critical	and	intersubjective	discourse （Dewey,	1976,	1980)



２ 学際的アプローチのCCBIへの応用

１. 問題の設定
２. 学際的アプローチの正当化
３. 研究分野の選択
４. 各分野での研究
５. 各分野での研究結果の分析と考察
６. 結果の統合：矛盾点・相違点の確認

：共通基盤の創造・考案
７. 問題解決



(Golding,	 2009)



Interdisciplinary	subject	template (Golding,	2009)を編集
Main	issue
問題ーテーマ
（ステップ１）

Reason	for	the	interdisciplinary	approach
学際的研究が必要な理由
（ステップ２）

Disciplines	to be	integrated
研究分野の選択
（ステップ３）

Discipline	1

Discipline	2

Discipline	3

Integrative	structure
目標：学生に期待するものは何か

Interdisciplinary	operation
学生的研究の過程
（ステップ４〜７）
4 各分野での研究
５. 各分野での研究結果の分析と考察
６. 結果の統合：矛盾点・相違点の確認

：共通基盤の創造・考案
７. 問題解決



3			実践報告



日本語中級コースにおけるカリキュラム編成

• テーマ別に１０ユニット

例）



学習目標 Objectives
＜CCBIユニットの学習目標＞

内容学習目標

• 実際に起こった少年事件を通して、その背景となる日本の社会問題
について学ぶ。

• 多分野にわたる社会問題について、その原因を分析し、その結果を
統合し、解決策を考える。

文化学習目標

• 日本の社会問題を自国、または他国と比較し、異なる点／共通する
点について考え、そこから学べる事は何か考える。

言語学習目標
• 新聞記事独特の語彙、表現、文法について学ぶ。
• 討論・発表に必要な語彙、表現を学ぶ。
学習ストラテジー／スキル

• 新聞記事の読み方について学ぶ（例 写真や副題からの内容推測
等）

• 生教材を読むにあっての一般的な読解ストラテジーについて学ぶ



Main	issue
問題ーテーマ

少年犯罪に見る社会問題ー
その原因解明と対策

Reason	for	the	interdisciplinary	approach
学際的研究が必要な理由

少年犯罪は複雑な要因を内包する。それ
らの要因には異なる社会問題がその背景
として存在する。複雑に絡む社会問題につ
いて調べ、問題の本質を理解することが不
可欠。

Integrative	structure
目標：学生に期待するものは何か

少年犯罪を表象的事実からのみ判断する
のではなく、要因となる個々の社会問題に
ついて理解し、多角的視点からその要因
を分析し、包括的理解に基づいた解決策
を考える。

Disciplines	to be	integrated
研究分野の選択

１：社会・経済＜母子家庭 格差問題＞

経済格差の現状と、母子家庭が直面する
貧困問題について理解する。

２：社会学＜ネット問題＞
ネット社会の問題ーネット上で犯人探しが

されることの倫理的・法律上の問題を理解
する。

3：ジャーナリズム＜報道問題＞
報道のあり方ー報道における意図的操作
や報道倫理等について理解する。



４.法律＜少年法の問題＞
少年法の理念とその改正にまつわる論議につ
いて理解する。

５.法律・教育・社会＜加害者側の人権問題＞
犯罪家族への社会的差別問題について理解
する.

Interdisciplinary	operation
学際的研究の過程

• 各分野での研究
• 各分野での研究結果の分析と考察
• 結果の統合：矛盾点・相違点の確認

：共通基盤の創造・考案
• 問題解決

＜クラスで＞

各分野に関連したテキスト（新聞、ドキュメンタ
リー、映画）を批判的に読む・見る。
→加害者だけを罰すれば解決するのか。
責めるべきは学校？親？警察？
問題の複雑さを理解する

＜ペア・グループでの研究＞

興味のある分野での研究を進め、解決策を考
える。

＜クラスで＞

クラスで口頭発表後、事件の要因をまとめ、解
決策を話し合う。



川崎中1殺害事件
２０１５年２月

被害者 加害者

厳罰化
少年法の改正

週刊誌
犯人の実名及び顔
写真の掲載

犯人像の偏向報道
意図的誘導

＜社会学＞
ネット上での

犯人探し 私的制裁
加害者家族の情報

母子家庭
不登校

加害者との交友関係

家庭環境
いじめ問題
地域問題

ネット問題

報道問題
＜ジャーナリズム＞ 少年法の問題

＜法律＞

格差問題
＜社会 経済＞

加害者側の人権問題
＜法律 教育 社会＞



Topic	1
少年法の問題

（法律）

Theme
少年事件に見る現代日本の社会問題

「川崎中１殺害事件の教訓とこれから私たちにできること

Topic	2
ネット問題
（社会）

Topic	3
母子家庭 格差問題

（社会 経済）

Topic	4
報道のあり方
（ジャーナリズム）
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プロジェクト:研究レポートと発表

目的：社会問題について、色々な角度からその原因を分

析し、解決策を考える。

内容：

①四つの問題（少年法、ネット問題、母子家庭・格差問題、

報道問題）の中から興味のあるトピックを一つ選び、ペア／

グル−プで、インターネットなどを活用しながら、研究、調査を行う。

②どうしてそのトピックを選んだか、どんなことが分かったか、自分はそ
れについてどう思うか、自国と比較してどんなことが分かるか、解決
策は何か、などについてレポートを書く。

③クラスで発表をする。その際、グラフや表を使って、調べたデータや
情報を分かりやすく説明する。発表後、質問を受けたり、話し合った
りする。
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分野 問題点 解決策 ⽭盾・
異なる点

共通
基盤

１社会・経済
＜⺟⼦家庭・
格差問題＞

⺟⼦家庭の貧困
男⼥の経済格差

社会福祉
男⼥雇⽤の平等化
離婚の際の⺟⼦家庭の保護

２社会学
＜ネット問題＞

情報の拡散
（真偽不明）
犯⼈探し・私的制
裁

規制（例アルゴリズム作
成）
少年法の改正
（引き下げ・厳罰化）
デモクラシー教育

3ジャーナリズム
＜報道問題＞

偏向報道
意図的誘導

報道倫理にのっとった
⾔論の⾃由
読者のawareness
(批判的に読む：
意図する読み⼿？
⽬的？
Excludeされているもの・
⼈は？

４法律
＜少年法の

問題＞

少年法の理念の是
⾮
少年法改正の是⾮

罰よりも再教育を
家庭環境を良くする
地域のつながりある社会

解決策：家庭が子供にとって安全で健全な場所となるように、公共のサポートを整備する。



学生へのアンケート調査結果



学生へのアンケート調査結果
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学生へのアンケート調査結果



学生へのアンケート調査結果

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿



学生へのアンケート調査結果



学生へのアンケート調査結果
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学生へのアンケート調査結果



学生へのアンケート調査結果
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質問 『はい」と答
えた学生数

１ This	subject	challenged	me	to	think	in	new	ways	 ７

２ This	subject	introduced	me	to	new	perspectives	and	ways	of	knowing	 ５

３ In	this	subject	I	made	connections	between	knowledge	from	multiple					
disciplines	

４

４ This	subject	drew	from	various	disciplines	to	create	a	deeper	understanding				
of	an	issue

５

５ This	subject	improved	my	understanding	of	what	interdisciplinary	inquiry	 is	 ３

６ This	subject	improved	my	understanding	of	how	to	do	interdisciplinary	
inquiry	

３

７ This	subject	improved	my	understanding	of	why	interdisciplinary	inquiry	is		
important	

１

８ There	was	a	clear	synthesis	of	the	various	disciplines	involved	in	this	subject ５

９ In	this	subject	I	learned	how	to	integrate,	balance	and	accommodate	
different	perspectives	

５

Summative	Evaluation		of	Interdisciplinary	Teaching	and	Learning		(Golding,	 2009)



反省と今後の課題

良かった点

• 学生が新聞記事等を読めたという達成感を感じられた。たくさんの語彙
を学べたと感じている。（言語学習目標）

• 少年犯罪という多分野にわたる社会問題について、その原因を分析し、そ
の結果を統合し、解決策にいたることができた。また、社会問題への興味
を広げられた。（内容学習目標）

改善すべき点

• 語彙が多すぎる、難しいと感じた学生がいた。専門性の高い語彙の扱
い方を考える、キーとなる語彙を使った活動を読む前にする、などが必
要。 学習者全体の日本語能力レベルを考慮し、テキスト選びをする必
要がある。

• 新聞を読むこと以外の活動を求める学生がいた。CCBIをデザインする
際のテキスト分析及び可能な学習活動内容をよく考える必要がある。
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